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中
央
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

当
初
は
、
中
央
執
行
委
員
、
中

央
委
員
及
び
若
干
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
の
参
加
で
出
席
人
数
を
絞

り
、
従
前
通
り
豊
橋
市
「
シ
ー

パ
レ
ス

リ
ゾ
ー
ト
」
に
於
い

て
開
催
す
る
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
月
七
日
に
政

府
が
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を

行
っ
た
事
を
受
け
、
一
月
十
二

日
の
第
六
回
中
央
執
行
委
員
会

で
検
討
を
行
い
、
疫
病
感
染
拡

大
・
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
緊

急
事
態
に
対
応
す
る
規
定
と
し

て「
緊
急
特
例
措
置
」を
新
た
に

連
合
会
規
約
に
設
け
る
。ま
た
、

委
任
状
の
措
置
を
設
け
る
事

を
、
第
一
四
回
定
期
大
会
で
決

定
す
る
。
こ
の
効
力
は
第
一
四

回
定
期
大
会
で
事
後
承
認
を
得

る
事
を
前
提
に
す
る
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
と
そ
の
状
況
に
鑑
み
、
当
面

す
る
第
七
回
中
央
執
行
委
員
会

及
び
第
一
三
回
中
央
委
員
会
か

ら
施
行
す
る
事
が
確
認
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

開
催
と
し
、
文
書
に
よ
る
質
疑

を
行
う
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
確
認
に
よ
り
、
中
央
執

行
委
員
と
議
長
団
が
、
予
め
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
、
そ
の
結
果

を
受
け
シ
ー
パ
レ
ス
に
参
集
、

単
組
及
び
十
五
地
区
港
湾
の
中

央
委
員
に
対
し
て
は
、
各
地
で

の
リ
モ
ー
ト
参
加
と
し
、
事
前

に
「
委
任
状
」
、
「
議
決
権
行

使
書
」
及
び
「
事
前
意
見
・
質

疑
」
の
提
出
を
求
め
、
質
疑
応

答
を
行
わ
ず
に
寄
せ
ら
れ
た
議

案
に
対
す
る
質
疑
に
対
し
、
議

案
提
案
と
同
時
に
答
弁
す
る
形

式
で
行
わ
れ
た
。

委
員
会
開
催
に
あ
た
り
冒

頭
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
措

置
と
し
て
中
央
委
員
会
の
開
催

に
つ
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
提

案
を
行
い
、
緊
急
特
例
措
置
規

程
（
第
一
四
回
定
期
大
会
に
て

事
後
承
認
）
を
暫
定
的
に
適
用

す
る
事
、
ま
た
、
中
央
委
員
よ

り
事
前
に
、
委
任
状
（
四
十
四

通
）
、
議
決
権
行
使
書
（
四
十

四
通
）
の
提
出
が
あ
り
、
こ
れ

を
承
認
し
、
今
中
央
員
会
が
満

場
一
致
で
開
催
さ
れ
る
事
を
確

認
し
た
。

そ
の
後
、
真
島
中
央
執
行
委

員
長
代
行
が
開
会
挨
拶
を
行
い

「
私
達
の
職
場
は
、
リ
モ
ー
ト

の
環
境
に
は
な
い
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
に
於
い
て
医
療
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
食
料
品
を
含

め
、
港
湾
労
働
者
の
位
置
付
が

極
め
て
重
要
な
時
期
に
来
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
二
〇
二
一
年

春
闘
は
、
普
通
に
生
活
が
で
き

る
賃
金
の
引
き
上
げ
。
職
場
が

安
全
・
安
心
し
て
働
け
る
環
境

作
り
。
そ
の
た
め
に
港
湾
春
闘

に
臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
等
と
述
べ
、
資
格
審
査

報
告
に
移
り
、
全
て
の
中
央
委

員
四
十
四
名
の
委
任
状
、
議
決

権
行
使
書
及
び
議
長
団
二
名
、

中
央
執
行
委
員
三
十
三
名
の
出

席
に
よ
り
委
員
会
の
成
立
を
確

認
し
た
。

引
き
続
き
、
中
央
執
行
委
員

会
を
代
表
し
て
柏
木
中
央
執
行

委
員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
玉
田

書
記
長
が
、
第
一
号
議
案
と
第

二
号
議
案
及
び
二
一
春
闘
要
求

書
案
を
、
事
前
に
提
出
さ
れ
て

い
る
意
見
に
対
す
る
答
弁
を
兼

ね
て
一
括
で
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
産
別
最
賃
に
係
る

東
京
都
労
働
委
員
会
で
の
証
人

尋
問
の
経
過
報
告
を
糸
谷
顧
問

が
行
っ
た
。ま
た
、竹
内
副
委
員

長
が
提
案
の
補
足
も
行
っ
た
。

事
前
に
提
出
さ
れ
た
意
見
・

質
疑
で
は
、
基
本
的
に
原
案
を

支
持
・
補
強
す
る
立
場
か
ら
、

港
湾
労
働
法
の
全
港
・
全
職
種

適
用
の
課
題
、
石
綿
損
害
賠
償

訴
訟
へ
の
支
援
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
自
動

化
へ
の
対
応
、
石
炭
火
力
発
電

所
の
休
廃
止
問
題
、
関
連
職
種

の
労
働
環
境
整
備
、
指
定
事
業

体
課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

た
。
ま
た
、
各
単
組
書
記
長
が

単
組
で
の
二
一
春
闘
の
取
り
組

み
な
ど
の
報
告
と
決
意
表
明
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
柏
木
委
員
長
の
総

括
答
弁
を
受
け
、
中
央
執
行
委

員
会
提
出
議
案
と
要
求
書
の
採

択
に
入
り
、
議
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
決
権
行
使
書
に
基
づ

き
、
全
て
の
議
案
に
賛
成
で
あ

る
事
の
報
告
が
あ
り
、
提
案
さ

れ
た
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

委
員
会
の
最
後
は
、
遠
藤
副

委
員
長
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
柏

木
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

日
頃
よ
り
全
国
港
湾
の
運

動
を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
中
央
執

行
委
員
会
を
代
表
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
第
十
三
回
中
央
委

員
会
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
中
央
委
員
の
皆
さ

ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
す
。

今
回
の
中
央
委
員
会
は
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て

い
る
中
の
開
催
と
な
り
、
通

常
の
形
で
の
中
央
委
員
会
の

開
催
は
無
理
と
い
う
こ
と

で
、い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、

こ
の
よ
う
な
形
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

、
各
港
の
現
場
で
は
政

府
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
国

民
生
活
に
支
障
が
で
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
で
、
通
常

の
勤
務
体
制
を
要
望
さ
れ
、

現
場
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
昼
夜
の

作
業
本
当
に
ご
苦
労
様
で

す
。
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の

二
一
春
闘
は
非
常
に
厳
し
い

交
渉
に
な
る
と
私
も
覚
悟
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
現
場
で
働
く
仲

間
の
た
め
に
も
最
善
の
回
答

を
引
き
出
す
二
一
春
闘
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
観

光
業
や
飲
食
業
の
方
々
は
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
陥

っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
港
湾
に
お
い
て
も

取
扱
貨
物
量
の
減
少
に
よ
り

厳
し
い
経
営
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
か
た

や
船
社
は
運
賃
が
高
騰
し
て

お
り
、
高
収
益
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
に

よ
れ
ば
二
〇
一
九
年
時
か
ら

三
倍
の
運
賃
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
さ
ら
に
外

出
禁
止
と
い
う
こ
と
で
、
港

湾
労
働
者
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
不
足
か
ら
、
本
船

が
沖
待
ち
を
し
て
い
る
と
い

う
状
況
が
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

本
日
の
中
央
委
員
会
で
は

二
〇
年
の
秋
年
末
闘
争
で
の

取
り
組
み
の
経
過
や
、
二
一

春
闘
方
針
、
さ
ら
に
は
要
求

案
の
予
定
を
申
し
上
げ
ま
す

が
、
今
回
は
事
前
に
二
一
春

闘
方
針
案
を
配
布
し
、
皆
様

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
等
を
勘

案
し
て
、
二
一
春
闘
方
針
等

を
確
定
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。二

一
春
闘
に
向
け
て
、
執

行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
団
結

し
て
頑
張
っ
て
行
く
決
意
を

こ
め
ま
し
て
、
中
央
執
行
委

員
会
を
代
表
し
て
の
開
会
の

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

検
数
労
連

石
井
中
央
委
員

昨
年
の
中
央
委
員
会
で
発
言

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
、
全
国
港
湾
検
査
部

会
の
中
で
指
定
事
業
体
課
題
に

つ
い
て
、
産
別
方
針
に
沿
っ
て

指
定
事
業
体
の
運
用
を
『
本
来

の
姿
』
に
差
し
戻
す
べ
く
検
数

労
連
内
部
で
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
同
時
並
行
し
て
日
検

企
業
内
労
使
に
お
い
て
も
指
定

事
業
体
従
業
員
の
採
用
に
係
わ

る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
努

力
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

今
日
ま
で
に
二
〇
〇
名
以
上
を

日
検
に
採
用
す
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。
採
用
の
背
景
に
は
、
全

国
港
湾
検
査
部
会
が
果
た
し
て

き
た
役
割
や
運
動
の
成
果
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
検
数
労
連
と
し

て
は
、
産
別
方
針
に
沿
っ
て
指

定
事
業
体
を
『
本
来
の
姿
』
に

戻
す
べ
く
同
従
業
員
の
本
体
へ

の
採
用
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
労
使
検

数
検
定
小
委
員
会
が
停
滞
し
た

ま
ま
の
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
克
服

に
向
け
、
二
一
春
闘
の
中
で
四

検
査
機
関
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
協
議
に
入
れ
る
よ
う
強
く
協

議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
闘
争
に
つ

い
て
、
日
航
不
当
解
雇
事
件
が

発
生
し
て
か
ら
十
年
が
経
過

し
、
解
雇
撤
回
に
向
け
た
運
動

全
体
に
対
す
る
取
り
組
み
に
鈍

さ
が
見
え
隠
れ
し
て
き
た
感
は

否
め
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
過

日
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会
で

は
、
糸
谷
前
中
央
執
行
委
員
長

が
努
め
て
い
た
支
援
共
闘
会
議

の『
共
同
代
表
』に
つ
い
て
は
、

今
後
、
全
国
港
湾
と
し
て
引
き

受
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考

え
方
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

検
数
労
連
と
し
て
は
、
な
ぜ

支
援
共
闘
会
議
の
共
同
代
表
の

任
務
に
全
国
港
湾
が
就
く
の
か

を
考
え
た
場
合
、
現
在
の
共
同

代
表
は
『
全
労
連
』『
全
労
協
』

『
全
国
港
湾
』と
な
っ
て
お
り
、

三
者
と
も
に
労
働
運
動
の
方
向

性
や
支
持
政
党
が
違
う
組
織
同

士
が
『
不
当
解
雇
』
と
い
う
一

致
点
で
全
国
結
集
し
、
今
日
ま

で
運
動
を
継
続
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
運
動
継
続
の
背

景
に
は
、
全
労
連
と
全
労
協
と

の
間
に
立
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
て
き
た
の
が
中
立
の
立
場
を

堅
持
す
る
全
国
港
湾
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ

た
場
合
、
全
国
港
湾
が
支
援
共

闘
会
議
の
中
で
果
た
し
て
い
る

役
割
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、全
国
港
湾
と
し
て
は
、

支
援
共
闘
会
議
の
共
同
代
表
に

名
を
連
ね
な
が
ら『
解
雇
撤
回
』

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
く
よ
う

求
め
ま
す
。

全
国
港
湾
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
二
月
九
日
（
火
）
午
後
か
ら
第
十
三
回
中
央
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
形
式
で
開
催
し
た
。

委
員
会
は
、
議
長
団
に
佐
竹
義
昭
（
大
港
労
組
）
、
石
渡
周
二
（
検
数
労
連
）
の
両
中
央
委
員
に
要
請
し
、
二
〇
秋
年
末
闘

争
の
主
な
取
り
組
み
経
過
（
第
一
号
議
案
）
、
二
一
春
闘
方
針
（
第
二
号
議
案
）
、
二
一
春
闘
要
求
書
案
の
文
書
に
よ
る
審
議

を
行
い
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

日
港
労
連

正
木
中
央
委
員

関
連
職
種
の
労
働
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
二
〇
春
闘
協
定
書

第
三
項
『
関
連
職
種
に
お
い
て

は
、
各
社
縦
割
り
で
の
協
議
を

行
い
、
早
急
に
実
現
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
』と
な
っ
て
お
り
、

竹
内
副
中
央
執
行
委
員
長
に
全

国
港
湾
関
連
対
策
委
員
長
と
し

て
、
ご
尽
力
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
は
、
履
行
さ
れ
ま
す
よ
う
要

請
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

関
門
港
湾

草
本
中
央
委
員

非
常
事
態
宣
言
が
出
て
い
る

中
の
中
央
委
員
会
開
催
ご
苦
労

様
で
す
。

関
門
港
湾
と
し
て
、
中
央
委

員
会
議
案
書
の
第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
は
賛
成
い
た
し
ま

す
。そ

の
他
要
望
と
し
て
、
委
員

会
等
リ
モ
ー
ト
で
開
催
す
る
に

あ
た
り
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
一
台

で
複
数
人
が
参
加
す
る
の
に
は

無
理
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
事

を
見
据
え
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等

の
準
備
を
致
し
ま
し
た
。
地
区

港
湾
と
し
て
は
予
算
も
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
設
備
準
備
の
補
助
を
増
や

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

四
国
港
湾

元
木
中
央
委
員

石
炭
火
力
発
電
所
の
休
廃
止

問
題
に
つ
い
て
、
『
脱
炭
素
』

の
政
策
に
つ
い
て
、
菅
政
権
だ

け
の
政
策
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
全

て
の
政
党
が
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
に
伴
う
石
炭
火
力
発
電

所
の
休
廃
止
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

や
賛
同
し
て
い
る
。

四
国
で
は
、
全
港
湾
四
国
地

方
本
部
が
四
国
選
出
の
野
党
議

員
六
名
に
要
請
行
動
を
取
り
組

み
、
現
状
と
起
き
う
る
問
題
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

全
国
港
湾
と
し
て
も
、
こ
の

政
策
に
対
す
る
港
湾
労
働
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
へ

も
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
政
治
・

政
策
に
よ
る
港
湾
労
働
者
の
雇

用
問
題
も
あ
る
の
で
、
政
党
へ

の
要
請
も
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
。

大
港
労
組

赤
松
中
央
委
員

二
〇
二
一
春
闘
方
針
（
案
）

Ｐ
五
十
四
（
四
）
『
仕
方
が
な

い
』
を
脱
却
し
て
に
つ
い
て
、

非
常
に
共
感
・
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
現
場
の
仲
間
は
『
働
き

方
改
革
』
更
に
は
『
コ
ロ
ナ
禍
』

に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
生
活

・
労
働
環
境
の
中
、
日
々
業
務

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
自
分
も

単
組
執
行
部
・
支
部
を
代
表
し

て
活
動
し
て
い
る
も
の
と
し

て
、確
か
に
仲
間
の
中
に
は『
仕

方
が
な
い
』
と
思
っ
て
い
る
者

も
存
在
し
て
い
る
で
し
ょ
う

が
、
交
渉
を
行
う
限
り
常
に
前

向
き
な
交
渉
を
行
う
姿
勢
で
臨

ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。『今

こ
そ
労
働
組
合
の
出
番
』

と
の
事
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
は

こ
れ
ま
で
七
年
続
い
て
き
た

『
官
製
春
闘
』
が
終
焉
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
あ
る
意
味
、
政

府
が
『
官
製
春
闘
』
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
一
般
労
働
者
の
労

働
組
合
の
必
要
性
の
低
下
を
目

論
み
、
そ
れ
が
政
府
の
労
働
組

合
の
自
主
性
潰
し
の
策
略
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
表
現
は
あ

ま
り
よ
ろ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が

『
今
こ
そ
本
当
の
労
使
交
渉
の

行
え
る
労
働
組
合
の
出
番
』
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
港
湾
労
使

が
共
存
共
栄
で
港
湾
産
業
を
盛

り
上
げ
、
そ
の
行
動
が
、
他
産

業
に
波
及
し
日
本
全
体
格
差
の

な
い
社
会
作
り
に
繋
が
っ
て
行

く
事
を
望
み
ま
す
。

大
港
労
協

三
宅
中
央
委
員

大
阪
港
を
中
心
と
し
た
意
見

と
な
る
が
、
こ
の
問
題
は
大
阪

港
と
神
戸
港
に
と
っ
て
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
大
阪
港
か

ら
見
る
と
港
湾
労
働
法
の
適
用

範
囲
は
西
側
に
位
置
す
る
神
崎

川
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
隣

は
尼
崎
港
で
あ
る
。

そ
の
尼
崎
港
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
計
画
な
ど
に
よ
る
埋
め
立
て

が
進
み
、大
手
フ
ァ
ン
ド
会
社
、

銀
行
、
保
険
会
社
な
ど
の
資
本

で
そ
の
広
大
な
土
地
利
用
が
大

規
模
流
通
施
設
な
ど
の
建
設
計

画
で
目
白
押
し
で
あ
り
、
す
で

に
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

承
知
の
通
り
大
阪
港
は
東
京

港
と
同
様
に
輸
入
中
心
の
港
で

あ
り
、
大
消
費
地
を
背
景
に
流

通
加
工
を
伴
う
荷
主
・
ユ
ー
ザ

ー
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

荷
主
・
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、

港
湾
労
働
法
、
事
前
協
議
に
縛

ら
れ
な
い
尼
崎
港
は
使
い
勝
手

の
良
い
港
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

内
陸
で
は
運
送
料
金
も
安
く
上

が
る
臨
海
地
区
は
最
適
で
あ

る
。
当
然
、
労
働
コ
ス
ト
を
含

む
料
金
問
題
も
大
き
く
関
わ
る

だ
ろ
う
。

こ
れ
は
阪
神
港
の
問
題
に
止

ま
ら
ず
、
現
在
の
港
湾
労
働
法

の
適
用
港
（
六
大
港
）
の
近
隣

港
で
は
少
な
か
ら
ず
こ
う
し
た

問
題
を
抱
え
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。

二
一
春
闘
に
お
い
て
、
行
政

交
渉
・
中
央
団
交
で
一
足
飛
び

に
全
港
全
職
種
適
用
が
進
む
と

は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ら

ば
現
状
か
ら
少
し
で
も
前
進
さ

せ
る
た
め
に
は
、
主
要
九
港
と

問
題
の
多
い
港
か
ら
で
も
適
用

さ
せ
る
段
階
的
な
運
動
・
交
渉

力
が
必
要
と
思
考
す
る
が
。

ま
た
、
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

・
大
規
模
流
通
施
設
に
お
け
る

港
湾
労
働
法
の
適
用
と
港
湾
倉

庫
指
定
の
課
題
は
同
時
進
行
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
施
設
に
対
し
て
港
湾
労
働
法

・
港
湾
運
送
事
業
法
が
適
用
さ

れ
に
く
い
側
面
が
あ
る
と
と
も

に
、
派
遣
法
と
の
関
係
も
重
要

な
問
題
と
な
る
。

港
湾
倉
庫
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
倉
庫
・
物
流
施
設
な
ど
へ

一
般
派
遣
に
よ
る
労
働
者
が
多

数
見
受
け
ら
れ
る
現
状
を
如
何

に
改
善
さ
せ
て
い
く
の
か
、
重

要
な
取
り
組
み
と
運
動
が
課
題

で
は
な
い
か
。

神
戸
港
湾

磯
田
中
央
委
員

神
戸
港
で
の
登
録
日
雇
い
労

働
者
の
石
綿
損
害
賠
償
訴
訟
の

報
告
と
お
礼
、
及
び
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
発
言
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

昨
年
八
月
五
日
神
戸
地
裁
で

の
不
当
判
決
に
よ
る
敗
訴
か
ら

四
ヶ
月
、
十
二
月
二
十
四
日
に

第
一
回
目
の
控
訴
審
が
、
大
阪

高
裁
で
午
前
十
時
か
ら
開
廷
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
に
は
原

告
・
支
援
を
合
わ
せ
て
、
約
二

十
人
が
結
集
し
ま
し
た
。
神
戸

港
湾
か
ら
も
四
名
の
動
員
で
臨

み
ま
し
た
。

裁
判
長
は
控
訴
理
由
書
な
ど

の
提
出
書
類
の
確
認
と
、
原
告

側
か
ら
の
新
た
な
反
論
書
面
の

提
出
日
な
ど
を
確
認
後
、
原
告

側
が
求
め
て
い
た
二
名
の
証
人

尋
問
を
了
承
す
る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。
Ｓ
氏
は
一
審
で
も

証
言
し
、
採
用
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
第
二
回
公
判
は
二
〇
二

一
年
二
月
十
九
日
。
Ｔ
氏
も
含

め
、
二
名
の
証
人
尋
問
を
中
心

に
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

の
二
時
間
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。裁

判
を
前
に
し
て
、
私
た
ち

は
緊
張
し
た
空
気
の
中
に
い
ま

し
た
。
原
告
側
弁
護
団
の
説
明

に
よ
る
と
、
控
訴
審
の
場
合
は

一
回
で
結
審
す
る
と
八
割
以
上

の
確
立
で
分
が
悪
い
と
聞
い
て

い
た
か
ら
で
し
た
。
弁
護
団
か

ら
は
証
人
尋
問
の
承
認
な
ど
審

議
す
る
姿
勢
あ
り
と
し
て
評
価

し
、
勝
利
に
向
け
て
さ
ら
に
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
の
側

か
ら
は
、
神
戸
地
裁
の
不
当
判

決
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
登
録
日
雇
い
労
働
者
へ
の

差
別
を
許
さ
ず
、
港
湾
産
別
運

動
の
名
誉
を
か
け
て
最
後
ま
で

闘
い
抜
こ
う
、
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

登
録
日
雇
い
労
働
者
の
二
遺

族
が
当
時
従
事
さ
せ
て
い
た
二

企
業
を
相
手
に
全
国
初
の
損
害

賠
償
訴
訟
を
神
戸
地
裁
に
行
っ

た
の
は
二
〇
一
七
年
九
月
十
二

日
で
し
た
。
二
〇
二
〇
年
八
月

五
日
、
神
戸
地
裁
の
泉
薫
裁
判

長
は
死
亡
し
た
二
人
が
石
綿
荷

役
に
従
事
し
た
直
接
的
な
証
拠

は
な
い
と
し
『
石
綿
荷
役
を
行

っ
た
日
数
を
推
認
す
る
の
が
相

当
』
と
荷
役
会
社
の
求
人
数
や

石
綿
取
扱
量
な
ど
の
各
種
統
計

資
料
か
ら
日
数
を
試
算
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
Ｋ
さ
ん
は
七

日
、
Ｙ
さ
ん
は
十
五
日
と
い
う

年
間
一
就
労
と
い
う
、
港
湾
の

労
働
シ
ス
テ
ム
を
知
る
も
の
か

ら
見
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
不

当
認
定
を
し
た
の
で
し
た
。『
労

災
認
定
基
準
に
あ
る
も
の
か
ら

見
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
不
当

認
定
を
し
た
の
で
し
た
。
『
労

災
認
定
基
準
に
あ
る
一
年
に
届

か
な
い
』
と
し
て
、
監
督
署
に

よ
る
労
災
認
定
の
事
実
と
同
僚

証
言
を
否
定
す
る
ま
さ
に
不
当

判
決
で
し
た
。
こ
の
裁
判
は
今

後
の
日
雇
い
港
湾
労
働
者
の
あ

術
ス
ト
被
害
補
償
問
題
だ
け
で

な
く
、
常
用
被
災
者
に
も
影
響

を
与
え
る
も
の
で
す
。

二
〇
一
二
年
の
集
団
調
停
で

は
、
相
手
企
業
は
『
登
録
日
雇

い
が
自
社
で
働
い
た
記
録
が
な

い
。
確
認
で
き
な
い
。
石
綿
荷

役
は
自
社
の
社
員
に
さ
せ
て
い

た
』
と
言
わ
ず
、
和
解
の
テ
ー

ブ
ル
に
着
い
た
も
の
で
し
た
。

今
回
の
訴
訟
で
も
Ｋ
社
は
『
前

回
の
和
解
額
の
水
準
に
な
る
の

か
』
と
打
診
し
た
り
も
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
回
と
比
較
す
る

と
『
労
使
と
も
に
被
害
者
か

ら
、
使
用
者
は
加
害
者
』
の
性

格
を
強
め
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
、
労
使
共
に
被
害

者
と
し
て
、
『
制
度
的
被
災
者

に
対
し
、
制
度
的
救
済
―
円
滑

な
解
決
』
は
追
求
さ
れ
る
べ
き

で
す
。
港
湾
労
使
に
取
っ
て
裁

判
は
、
最
良
の
手
段
で
は
な

く
、
主
体
的
で
は
な
い
の
で

す
。全

国
港
湾
・
神
戸
港
湾
の
支

援
は
原
告
・
弁
護
団
・
支
援
者

を
支
え
、
勇
気
づ
け
て
い
ま

す
。
今
後
も
産
別
的
解
決
の
た

め
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。

全
港
湾

上
條
中
央
委
員

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
た
り
ウ
ェ
ブ

開
催
と
な
っ
て
直
に
発
言
が
で

き
な
い
事
は
非
常
に
残
念
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
方
か

ら
裁
判
闘
争
報
告
と
部
会
に
つ

い
て
文
書
で
発
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

昨
年
七
月
二
十
日
に
名
古
屋

地
裁
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
で

は
偽
装
請
負
や
脱
法
目
的
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
我
々
指
定
事
業

体
が
日
々
行
っ
て
い
る
業
務
は

検
数
そ
の
も
の
だ
と
ま
で
判
断

し
ま
し
た
が
、
申
し
込
み
み
な

し
に
つ
い
て
は
偽
装
請
負
等
の

違
法
行
為
が
解
消
さ
れ
、
派
遣

契
約
締
結
時
か
ら
一
年
以
内
の

間
に
承
諾
の
意
思
表
示
が
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
棄
却
さ
れ
ま

し
た
。
我
々
は
地
裁
の
判
決
に

納
得
な
ど
で
き
ず
、
申
し
込
み

み
な
し
の
判
断
は
裁
判
所
の
誤

断
だ
と
い
う
想
い
で
名
古
屋
高

等
裁
判
所
へ
控
訴
し
ま
し
た
。

同
年
十
一
月
六
日
に
第
一
回
の

口
頭
弁
論
で
私
は
裁
判
長
に
向

け
て
日
興
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
員

は
本
体
企
業
と
の
大
き
な
格
差

が
あ
り
劣
悪
な
労
働
条
件
、
低

賃
金
だ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
加

え
て
地
裁
で
の
判
決
が
納
得
で

き
な
い
こ
と
な
ど
意
見
陳
述
と

し
て
述
べ
ま
し
た
。
現
在
、
高

裁
で
は
本
年
一
月
十
四
日
に
第

二
回
ま
で
行
わ
れ
、
次
回
が
三

月
三
十
日
と
な
っ
た
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

続
い
て
、
指
定
事
業
体
部
会

に
つ
い
て
で
す
。
昨
年
（
二
〇

二
〇
年
）
七
月
・
十
月
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
今
後
の
戦
術
も
含

め
て
進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
（
二
〇

二
〇
年
）
定
期
大
会
で
玉
田
書

記
長
が
答
弁
（
全
国
港
湾
第
十

三
回
定
期
大
会
報
告
書
五
十
六

Ｐ
参
照
）
し
て
い
る
よ
う
に
検

査
部
会
か
ら
指
定
事
業
体
を
切

り
離
し
て
新
た
に
特
化
さ
せ
た

部
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
か

ら
、
大
い
に
議
論
で
き
る
場
を

早
急
に
開
催
さ
せ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

名
港
労
協

藤
井
中
央
委
員

Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
に
伴
う
関

係
労
使
の
確
認
書
の
締
結
時
に

中
央
本
部
役
員
を
含
め
関
係
地

区
港
湾
の
皆
様
に
は
大
変
な
お

力
添
え
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
名
古
屋
港
に
お
い
て

は
元
請
け
事
業
者
七
社
、
専
業

事
業
者
三
社
、
検
数
事
業
者
二

社
、
労
働
組
合
十
三
単
組
、
合

計
二
十
五
に
も
及
ぶ
関
係
者
が

そ
れ
ぞ
れ
に
締
結
す
る
他
港
に

は
な
い
独
特
な
仕
組
み
で
締
結

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
運
営

会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
社
は
、

港
運
事
業
者
で
も
な
け
れ
ば
労

使
関
係
も
な
い
と
の
理
由
で
締

結
当
事
者
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
作
業
基

準
は
共
同
手
配
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｃ
Ｔ
を
入
れ
た
作
業
確
認
書

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
（
現
在

の
名
古
屋
港
で
は
力
関
係
で
業

界
に
Ｎ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
無
し
で
押
し
切

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
）
工
事

は
他
港
に
比
べ
一
年
程
早
く
着

工
し
て
い
る
の
で
、
二
〇
二
一

年
の
十
月
か
ら
順
次
運
用
が
開

始
さ
れ
て
い
く
予
定
で
い
る
の

で
、
産
別
協
定
の
作
業
基
準
協

定
に
基
づ
い
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
作

業
基
準
の
策
定
が
急
が
れ
ま

す
。
春
闘
で
大
変
な
時
期
に
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
中
央
の
お

知
恵
と
お
力
添
え
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

今
年
度
、
指
定
事
業
体
部
会

を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
検
査
部

会
か
ら
指
定
事
業
体
問
題
を
分

離
す
る
こ
と
で
検
査
部
会
を
再

開
で
き
る
は
ず
で
す
が
、
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

私
の
記
憶
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
検
数
・
検
定
の
標
準
者
賃

金
は
家
族
手
当
な
ど
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
標
準
者
賃
金

は
上
回
っ
て
い
る
と
一
部
の
企

業
が
回
答
し
て
い
る
が
、
家
族

手
当
は
、
時
間
外
の
算
定
基
礎

に
は
な
っ
て
い
な
い
、
ま
や
か

し
の
回
答
で
あ
る
こ
と
は
ご
存

知
の
通
り
だ
と
は
思
い
ま
す
。

他
に
も
多
く
の
問
題
が
山
積
さ

れ
て
い
る
た
め
、
早
急
に
検
査

部
会
の
再
開
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。

中
央
委
員
会
の
総
括
答
弁
と

い
う
こ
と
で
、
各
単
組
の
決
意

表
明
を
聞
い
て
私
が
思
っ
た
の

は
、
世
の
中
、
我
慢
し
て
い
る

よ
う
な
要
求
が
非
常
に
多
い
と

感
じ
ま
す
。
自
分
た
ち
の
要
求

を
低
く
し
て
企
業
を
生
か
す
と

い
う
よ
う
な
。
そ
ん
な
中
で
港

湾
は
諦
め
て
い
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

そ
れ
は
何
故
か
と
自
分
な
り

に
解
釈
す
る
と
、
現
場
で
働
く

仲
間
の
声
に
応
え
る
と
い
う
こ

と
が
、
こ
の
よ
う
な
要
求
に
繋

が
っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。

先
程
、
玉
田
書
記
長
か
ら
中

央
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見

・
質
疑
に
つ
い
て
色
々
と
回
答

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
訳
で
す

が
、
事
前
に
出
さ
れ
た
九
名
の

方
で
し
た
。

日
港
労
連
の
正
木
さ
ん
の
意

見
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
二
〇
二

〇
年
の
四
月
実
施
で
す
が
、
な

ん
と
か
年
度
内
に
処
理
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
竹
内
副
委
員
長

も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
、
一

年
間
の
猶
予
を
み
て
や
っ
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

名
港
労
協
の
藤
井
さ
ん
の
意

見
は
、
確
か
に
家
族
手
当
な
ん

か
を
入
れ
た
ら
、
こ
れ
は
も
う

基
準
外
の
賃
金
で
す
。
こ
れ
を

入
れ
て
標
準
者
賃
金
を
超
え
て

い
る
な
ん
て
い
う
の
は
論
外
の

話
で
す
。

全
港
湾
の
上
條
さ
ん
の
意
見

の
指
定
事
業
体
の
検
数
の
問
題

も
、
竹
内
副
委
員
長
が
補
足
で

言
っ
て
く
れ
た
通
り
、
こ
の
問

題
と
関
連
の
件
が
解
決
し
な
け

れ
ば
二
一
春
闘
は
終
わ
ら
な
い

と
い
う
よ
う
な
発
言
も
し
て
い

き
中
央
団
交
で
追
及
し
て
い
き

ま
す
。

大
港
労
協
の
三
宅
さ
ん
の
意

見
と
四
国
港
湾
の
元
木
さ
ん
の

意
見
、
こ
れ
ら
の
二
つ
は
こ
の

春
の
中
央
行
動
が
控
え
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
中
で
関
係
行
政

官
庁
に
対
し
て
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
政
党
に
対
し
て
議
員
要

請
を
し
た
り
し
て
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
門
港
湾
の
草
本
さ
ん
か
ら

の
意
見
で
リ
モ
ー
ト
会
議
に
つ

い
て
の
支
援
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
が
、
大
し
た
設
備
が
な
く

て
も
出
来
る
と
こ
ろ
が
、
良
い

所
で
も
あ
り
ま
す
。
意
外
と
手

軽
な
形
で
も
出
来
ま
す
の
で
、

そ
の
辺
は
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
事
前
の
意
見
で
は

な
い
の
で
す
が
、
中
央
委
員
会

前
の
中
執
執
行
委
員
会
の
中
で

産
別
最
低
賃
金
を
六
大
港
と
六

大
港
以
外
と
で
分
け
て
考
え
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
別
最

低
賃
金
で
も
今
、
途
上
に
あ
が

っ
て
い
る
の
が
全
国
一
律
で
と

い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
我
々
と

は
関
係
の
無
い
話
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
東
京
に
住
ん

で
い
る
人
が
地
方
に
行
っ
て
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
と
賃
金

が
下
が
る
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ

意
味
で
も
、
産
別
最
低
賃
金
は

全
国
統
一
と
い
う
の
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
の
件
も
、
全
国
港
湾

中
央
執
行
委
員
会
で
皆
様
の
意

見
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
最
初

に
挨
拶
で
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
出
さ
れ
た
意
見
を
勘
案
し

て
今
後
の
運
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

二
一
港
湾
産
別
春
闘
た
た
か
う
運
動
方
針
確
立
！

二
一
港
湾
産
別
春
闘
た
た
か
う
運
動
方
針
確
立
！

第
十
三
回
中
央
委
員
会
リ
モ
ー
ト
開
催

第
十
三
回
中
央
委
員
会
リ
モ
ー
ト
開
催

柏
木
委
員
長
挨
拶

柏
木
委
員
長
挨
拶

柏
木
委
員
長
総
括
答
弁

柏
木
委
員
長
総
括
答
弁


